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◆授業概要・目的

　本講義は、奈良における商業的大規模観光地や都市空間の問題点を認識した上で、奈良の歴史的景観、およ

び生活文化と関わりあってきた里地里山や都市の中の自然景観を再評価し、商業的大規模観光に代わりうる観

光のあり方を学ぶことを目的としています。 

　そのために、（１）マスツーリズムの限界と持続可能な観光のあり方の一つとしてのエコツーリズム・グリー

ンツーリズムに関する講義、（２）佐保・佐紀、山の辺の道、旧柳生街道などの現地踏査、（３）現地踏査に基づ

いた生活観光ガイドマップの作成およびネット上での情報発信、を行います。 

 
◆スケジュール

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆取組内容・成果

　現地踏査では、事前に作成した踏査ルートに基づき、佐保・佐紀方面、奈良奥山方面、鉢伏峠から田原地域

を３日間歩き、生活観光資源として生かすことのできる景観、おもに社寺境内の景観、田園的景観、生活地域

さらには伝統的市街地の町並み景観、生活文化と関わりあってきた都市近郊の里山・自然景観を探索しました。

毎回６～７時間、距離にして１０ｋｍという長時間・長距離の踏査の上、気温も低く、整備されていない山道を歩

くこともありましたが、無事踏査を終え、各コースの景観の特性およびその問題点を確認することができました。

　２月上旬には、現地踏査で収集した資料と写真を地図に落とし、踏査マップを作成しました。同時に、東海

自然歩道や奈良市歴史の道といった既存のウォーキングコースを書き入れ、踏査コースと従来のコースにおけ

る観光資源の特質の比較を行ないました。また、現地踏査をふまえて新たに次の二つのコースが提案されまし

た（１）新薬師寺・白毫寺からバスで田原まで登り、鉢伏峠から正暦寺へ抜ける山道を通り、円照寺・鳥研まで

下るコース、（２）矢田原町にある国見山の石仏・塔の森を巡るコース。 

 
◆今後に向けて

　今回の講義は、自然環境を中心とした観光資源の抽出と踏査マップの作成に留まりました。今後はさらに詳

細な生活観光ガイドマップを作成し、本講義のウェブサイトでこれらの成果に関する情報発信を行なう予定です。

また、次回の講義では、今回の踏査によって明らかになった問題点を踏まえ、新たなコースの踏査を行ない提

案していく予定です。 

展開実習

　担当者　：佐藤　宏明（理学部・准教授）　遊佐　陽一（理学部・准教授） 

　　　　　　大石　理子（人間文化研究科・博士研究員） 

　開講時期：後期　　　　　　　週時間：集中　　　　　　履修者数：１名 

日　程 内　容 

 

 
１２月 

 

 

 

１月 

 

 

 

 

 

２月 

講義 

 

 

導入 

 

 

第一回現地踏査 

 

 

第二回現地踏査 

 

 

第三回現地踏査 

 

 

発表 

現地踏査の様子 

受講した学生の感想 

　マスツーリズムの限界とエコツーリズム・グリーンツー

リズムへの取組み、奈良県におけるその現状に関する講義

を行なう。 

　既存のウォーキングルートを調査した上で、踏査ルート

を計画する。有望な３ルートについて、現地踏査に向けて

資料収集を行なう。 

　奈良北町から奈良西の古墳群へ向かう佐保・佐紀の道を

歩く。おもに、神社境内および裏山の自然、田園的景観、

鴻ノ池・ウワナベ池・コナベ池・水上池の水鳥を確認する。 

　円照寺から正暦寺、鳥研をつなぐ道を歩く。おもに、円

照寺裏山と正暦寺から鳥研を結ぶ山道を踏査し、その利用

状況・森林の状態を確認する。 

　新薬師寺・白毫寺から東海自然歩道、鉢伏峠を通り田原

地域へつながる道を歩く。破石のバス停から白毫寺に至る

町並み、鉢伏峠の自然環境、田原の田園風景を確認する。 

　生活観光資源として生かすことのできる景観を抽出し、

踏査マップを作成する。また、踏査ルートの問題点を洗い

出し、新たなルートを提案する。 



18 19

◆授業概要・目的

　本講義は、奈良における商業的大規模観光地や都市空間の問題点を認識した上で、奈良の歴史的景観、およ

び生活文化と関わりあってきた里地里山や都市の中の自然景観を再評価し、商業的大規模観光に代わりうる観

光のあり方を学ぶことを目的としています。 

　そのために、（１）マスツーリズムの限界と持続可能な観光のあり方の一つとしてのエコツーリズム・グリー

ンツーリズムに関する講義、（２）佐保・佐紀、山の辺の道、旧柳生街道などの現地踏査、（３）現地踏査に基づ

いた生活観光ガイドマップの作成およびネット上での情報発信、を行います。 

 
◆スケジュール

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆取組内容・成果

　現地踏査では、事前に作成した踏査ルートに基づき、佐保・佐紀方面、奈良奥山方面、鉢伏峠から田原地域

を３日間歩き、生活観光資源として生かすことのできる景観、おもに社寺境内の景観、田園的景観、生活地域

さらには伝統的市街地の町並み景観、生活文化と関わりあってきた都市近郊の里山・自然景観を探索しました。

毎回６～７時間、距離にして１０ｋｍという長時間・長距離の踏査の上、気温も低く、整備されていない山道を歩

くこともありましたが、無事踏査を終え、各コースの景観の特性およびその問題点を確認することができました。

　２月上旬には、現地踏査で収集した資料と写真を地図に落とし、踏査マップを作成しました。同時に、東海

自然歩道や奈良市歴史の道といった既存のウォーキングコースを書き入れ、踏査コースと従来のコースにおけ

る観光資源の特質の比較を行ないました。また、現地踏査をふまえて新たに次の二つのコースが提案されまし

た（１）新薬師寺・白毫寺からバスで田原まで登り、鉢伏峠から正暦寺へ抜ける山道を通り、円照寺・鳥研まで

下るコース、（２）矢田原町にある国見山の石仏・塔の森を巡るコース。 

 
◆今後に向けて

　今回の講義は、自然環境を中心とした観光資源の抽出と踏査マップの作成に留まりました。今後はさらに詳

細な生活観光ガイドマップを作成し、本講義のウェブサイトでこれらの成果に関する情報発信を行なう予定です。

また、次回の講義では、今回の踏査によって明らかになった問題点を踏まえ、新たなコースの踏査を行ない提

案していく予定です。 

展開実習

　担当者　：佐藤　宏明（理学部・准教授）　遊佐　陽一（理学部・准教授） 

　　　　　　大石　理子（人間文化研究科・博士研究員） 

　開講時期：後期　　　　　　　週時間：集中　　　　　　履修者数：１名 

日　程 内　容 

 

 
１２月 

 

 

 

１月 

 

 

 

 

 

２月 

講義 

 

 

導入 

 

 

第一回現地踏査 

 

 

第二回現地踏査 

 

 

第三回現地踏査 

 

 

発表 

現地踏査の様子 

受講した学生の感想 

　マスツーリズムの限界とエコツーリズム・グリーンツー

リズムへの取組み、奈良県におけるその現状に関する講義

を行なう。 

　既存のウォーキングルートを調査した上で、踏査ルート

を計画する。有望な３ルートについて、現地踏査に向けて

資料収集を行なう。 

　奈良北町から奈良西の古墳群へ向かう佐保・佐紀の道を

歩く。おもに、神社境内および裏山の自然、田園的景観、

鴻ノ池・ウワナベ池・コナベ池・水上池の水鳥を確認する。 

　円照寺から正暦寺、鳥研をつなぐ道を歩く。おもに、円

照寺裏山と正暦寺から鳥研を結ぶ山道を踏査し、その利用

状況・森林の状態を確認する。 

　新薬師寺・白毫寺から東海自然歩道、鉢伏峠を通り田原

地域へつながる道を歩く。破石のバス停から白毫寺に至る

町並み、鉢伏峠の自然環境、田原の田園風景を確認する。 

　生活観光資源として生かすことのできる景観を抽出し、

踏査マップを作成する。また、踏査ルートの問題点を洗い

出し、新たなルートを提案する。 



20 17

　　３月は、６日　　調田坐一言尼古神社御田植祭（葛城市）　　１５日　春日大社御田植神事 

　　１日から１５日　　東大寺二月堂修二会（お水取り）の実地調査 

　 

　学生たちは、奈良という歴史民俗研究の聖地ともいえる場所で、国指定の重要無形民俗文化財や県指定の無

形文化財を直接体験できる恵まれた教育環境にあるといえます。学生へのアンケート調査でも、本授業は奈良

の伝統文化を理解する上で、さまざまな面で役にたったと評価されており、また、自ら春日若宮おん祭へ直接

参加するなど、奈良の地域研究に向けて学生たちの研究意欲を喚起するための役割を果たしているものと評価

されます。 

 

 
高田の暴れ亥の子祭（桜井市） 

　本来男児のみ参加する収穫祭の一種で、仮屋、膳、

灯明消しという３段階の子供の大暴れが特徴とな

る祭です。５年ほど前から、少子の中で祭礼組織

の維持するために、居住する近隣住民に広く開放

して、一部行事には女児の参加も黙認されるよう

になってきています。写真は、灯明消しの暴れで、

祭礼催行者の了承を得て、学生たちも参加させて

いただきました。 

 

 

 

 
談山神社の西大門跡にて（桜井市） 

　談山神社は明日香村の後背地に位置し、万葉集

にも歌われた景勝の地です。室町時代から伝わる

秋の祭礼嘉吉祭には百味の御食とよばれる特殊神

饌が供えられています。実地調査では、西大門跡

においては中世から続く山岳寺院の様子が、神社

内の堂宇からは神仏習合の建築様式の様子が、さ

らに、写真右の「女人禁制」の石碑からは、近世

以前の女性と信仰の関係が学生たちにも体感され

たと思われます。 

 

◆今後に向けて

　奈良の伝統的な祭礼は、大変古い歴史と宗教学的な意味、そして、生業に裏打ちされた複雑な様式をもって

います。しかし、近年の少子高齢化によって、祭礼組織の維持と伝承は困難になってきています。 

　この授業では、教室の授業では歴史民俗学的な重要性や、宗教学的な意義について解説するほかに、コンピ

ューター上の動画を駆使して、学生たちが授業のなかで、ヴァーチャルに祭礼を体感できるような工夫をして

います。しかし、文化人類学や民俗学の分野で最も重要なことは、現地に足を運んで調査することです。この

授業でも、奈良市内等の近隣の行事の場合は、大勢の学生を引率できますが、山間地の行事では、自家用車の

定員内の学生しか連れていくことができません。なんとか、一人でも多くの学生が現地調査に参加できるように、

方策を練っています。 第一回現地踏査、奈良佐保・佐紀の踏査マップ 

講義の現地踏査ルート（緑線）と、既存のウォーキングコースを示した地図 
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◆授業概要・目的

授業の概要　 

　この授業では、地域で暮らすために何が必要なのかを考え、そのことを通じて地域を再評価する視点を身

につけます。最初に、子育てしやすいまち、高齢者が暮らしやすいまちの条件を学び、次に、まちづくりの

方法として公共事業を取り上げ、公共事業の実態をふまえた上で、公共事業のあり方を考えます。さらに、

地域の要素としての商店街を取り上げ、商店街の現状をふまえた上で、地域社会にとって商店街はどのよう

な意味を持つのか、商店街活性化の方策を検討します。また、諸外国で取り組まれている環境再生を紹介し

ながら、地域にとっての環境を考えます。 

　各々の授業でできるだけ奈良を事例とし、いくつかの課題では奈良の今後について受講生に考えてもらい

ます。 

 

授業の目的　 

１．少子化社会にふさわしいまちづくりについて理解する。 

２．高齢化社会にふさわしいまちづくりについて理解する。 

３．公共事業の現状と課題について理解する。 

４．商店街の現状と課題について理解する。 

５．環境再生の現状について理解する。 

６．奈良を事例に上記の１～５を具体的に考え、地域を再評価する視点、地域で暮らすことの意味を自分

　　なりに考える。 

◆スケジュール

 

地域居住学　

　担当者　：中山　徹（生活環境学部・准教授）　 

　開講時期：後期　　　　週時間：月曜日５・６時間　　　　履修者数：８０名 

日　程 内　容 

１０月１日 

１０月１５日 

１０月２２日 

１０月２９日 

１１月５日 

１１月１２日 

１１月１９日 

１１月２６日 

１２月３日 

１２月１０日 

１２月１７日 

１月７日 

１月１５日 

１月２８日 

２月４日 

 

 

少子化の実態とまちづくりの課題　その１　　 

少子化の実態とまちづくりの課題　その２　 

少子化の実態とまちづくりの課題　その３ 

少子化の実態とまちづくりの課題　その４　　 

高齢化の実態とまちづくりの課題　その１ 

高齢化の実態とまちづくりの課題　その２ 

公共事業の実態と課題　その１ 

公共事業の実態と課題　その２ 

公共事業の実態と課題　その３ 

商店街の現状と地域活性化　その１ 

商店街の現状と地域活性化　その２ 

商店街の現状と地域活性化　その３ 

地域環境の現状と環境の再生　その１ 

地域環境の現状と環境の再生　その２ 

地域環境の現状と環境の再生　その３ 

 
第三回現地踏査、鉢伏峠から田原地域の踏査マップ 

第二回現地踏査、円照寺から正暦寺、鳥研をつなぐ山道探索の踏査マップ 




